集団遺伝分野(II.研究所の概要) by 川本, 芳 et al.
Title集団遺伝分野(II.研究所の概要)
Author(s)川本, 芳; 田中, 洋之; 川本, 咲江; 川合, 静




































3) 毛利俊雄 (2005)親子の対立.広報いぬやま (979):
pp.1.





























































































(2005)Characterization and evolution ofmajor
histocompatibilitycompleclassIgenesintheaye-aye,















































members ofthe Working Group ofWakayama








(2005) Hybridization of introduced Taiwanese
macaqueswithnativeJapanesemacaquesinWhkayama
Prefecture, Japan. Intemational Sym posium on
Sou仇eaStAsianPrimateResearch(Oct.2005,Bangkok,






The Natml History Joumal of Chulalongkom
UniversityOctober2005(Supplement1):85186.
4) Kawamoto,Y. (2005) Population genetics and















































































1) 川本芳 (2005)遺伝学と厩猿.平成 16年度牛の博
物館友の会シンポジウム 牛馬の守護神 厩猿信
仰 :9-14.
2) 川本芳 (2006)フィールド調査における遺伝学的
駄科収集の方法-バングラデシュ.における事例.
京都大学霊長類研究所共同利用研究会 アジア ･
アフリカ圏晴乳類現地調査におけるマテリアルエ
ビデンスの可能性.
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利用研究会 野生霊長類の保全生物学.
4) 川本芳 (2006)遺伝子から見たニホンザルの地域
分化.京都大学霊長類研究所共同利用研究会 霊長
類野外研究の将来.
5) 川本芳 (2006)迫伝子による管理単位の判定とモ
ニタリング.農林水産省プロジェクト｢野生鳥獣に
よる農林業被害軽減のための農林生態系管理技術
の開発｣成果の紹介 :2.
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<研究概要>
A)霊長類の性選択
相見漏
●オナガザル類では犬歯の性的二型が顕著であると
いわれてきた.しかし,シロクロコロブス類では雌の犬
歯が必ずしも小さいわけではない.これまで,霊長類の
犬歯をめぐる性選択に関する議論は,｢顕著な性的二型
を示すのか,それとも雌雄同型か｣という二者択一に分
けておこなわれてきた.このような二者択一の議論をシ
ロクロコロブス類に当てはめることができないようだ.
これまでの議論では不十分であり,性選択に関する議論
の再検討をはかっている.
B)霊長類の周日行性起源の検討
相見漏
霊長類の共通祖先は夜行性であったというのが現
荏,一般的な説である.しかし,晴乳類の共通の祖先は
昼も夜も活動するといわれるようになってきた.そこで,
霊長類について検討した.その結果,霊長類もかつては
昼も夜も活動する,すなわち,周日行性だったとの仮税
を提出した.マダガスカルにすむ原猿類キツネザルの現
地調査をおこない,この仮説の検証につとめている｣
C)スンダランドの藍長類の変遷 ′
相見漏
現在のマレー 半島,スマトラ,ボルネオ,ジャワは
かつて,つながっていて,スンダランドと呼ばれる一続
きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が豊富で,
コノハザルやシアマンなど特有のものがいる.これらの
特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地域の動物相
全体の変遷を明らかにしたい.
D)東アジアの第三紀前半の化石霊長類の進化に関する
一研究
茂原信生,高井正成,鍔本武久
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